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はじめに
　本学では１年次に日商 PC 検定「文書作成」
および「データ活用」の３級を取得することが
必修科目「文書作成基礎」および「データ活用
基礎」の単位認定の条件となっている。そのた
め学生は情報関連基礎知識と Word および
Excel の基本的なスキルを１年次に身に付け、
その後の大学での学習に役立てることができ
る。
　情報化社会の進展にともなって、学習環境や
学習方法においてもレポート作成や統計分析な
どで Word や Excel が必要不可欠になってい
る。さらにいえば、20世紀末以降、パソコンが
急速に普及し日常生活においても情報端末の利
用が必須の社会となっている。しかしながら、
授業を担当する教員の立場からは、情報化社会
に必要な知識やスキルという観点において、学
生のスキルや意識が情報化に逆行しているので
はないかと感じることが何度もあった。
　そこで、2015年度より、１年次後学期に情報
関連科目への関心やパソコンを利用する授業を
想定した学習環境を把握するべく、共通のアン
ケートを３年にわたって継続してきた。本稿で
は実施しているアンケートのうち、本研究に関
連する内容に項目を絞って、分析を行なった。
１　学生アンケートについて
1.1　問題意識
　我々が近年感じている雰囲気は以下の様なこ
とである。（１）学生が以前と比較してキー 
ボード操作に慣れていない。（２）パソコンに
関心がない。あるいはパソコンを使う授業が好
きではない。むしろパソコンを便利な情報端末
というよりも嫌いな学習対象と捉えている。情
報関連科目に長く携わる教員の経験からすれ
ば、以前はパソコンを使う授業は人気があり、
学生はパソコンに触ることが好きであったよう
に思い出される。
　そこで、このような感覚が果たして思い過ご
しなのかどうか、また、もし事実であれば、そ
の理由は何か、さらに他の科目との関連や学生
が感心をもって学習するために必要な方策を考
える材料にするため、アンケート調査を行なう
ことにした。
1.2　学生アンケート内容の概要
　アンケートはこれまで2015年度から2017年度
の３年に渡って実施している。対象者は入学し
て半年が経過した１年生であり、アンケート結
果は入学後の大学の授業だけに影響されないよ
うに高校時代の内容も含まれ構成されている。
つまり、大学入学前から現在までを含めた情報
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関連の知識・スキルおよび関心が反映されるよ
うにしている。
　また、今回の分析と考察には使用していない
が、所属していた高校での関心や、高校時代か
らの大学進学への関心などに関連した質問も同
時に行なっている。これは高校時代の興味関心
などと大学入学後の情報関連科目などの成績と
の関連性を分析するために用意したものであ
り、一部のアンケート結果は、木下・姉川他
（2016）でも発表している。
1.3　アンケートの実施状況と分析について
　既に述べたように、アンケートは１年次後学
期に実施している。具体的には、毎年９月に１
年次必修科目である「文書作成応用」（姉川担 
当）の時間に、moodle を活用して Web 上で
実施している。アンケートは、当日その授業に
出席していた学生に対して実施されており、一
部欠席者は含まれていない。そのためすべての
学生の状況が反映されているわけではないが、
欠席者は僅か（例年５％程度）でありアンケー
トの分析結果にはほとんど影響はないと考えて
いる。
　なお、アンケート項目については筆者である
木下と姉川で考え、アンケートの実施とデータ
収集は上記授業担当の姉川によるものである。
アンケート結果の分析については木下が行な
い、考察は木下と姉川が共同してまとめたもの
である。
２　パソコンへの興味
　簡単に言えばパソコンが好きか嫌いかを問う
内容である。そこで、（１）率直にコンピュー
タが好きかどうか、（２）ＰＣとの比較のため
に同じ情報端末であるスマートフォンが好きか
どうか、という２つの質問について３年間のア
図１　コンピュータが好きかどうかのアンケート結果
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ンケート結果の推移を考察したい。
　アンケート項目では「コンピュータ」と表現
しているが、事実上パソコンを想定しており、
学生にもそのように理解され回答されている。
図１と図２のグラフからは、パソコンとスマー
トフォンとでは分布が明らかに異なる。スマー
トフォンは身近で日常的なツールであり、パソ
コンはスマートフォンほど身近とは言い難いの
かもしれない。特に気になるのは、パソコンの
「嫌い」、「多少嫌い」の割合が大きいことである。
大学での学習にパソコンは必要不可欠であり、
苦手意識や嫌悪感があることは学習機会の喪失
に繋がる。また、パソコンスキルは就職活動や
就職後の業務にも必要となってくるため、学習
や成績の問題だけではなく進路にも大きく影響
してくるのではないだろうか。
　ここで、2015年度から2017年度までの推移を
見ていきたい。傾向としてはパソコンを「好き」
と回答した学生の割合が減少傾向にあり、逆に
「嫌い」と回答した割合が増えている。ただ、「多
少好き」という回答まで含めると2015年度と
2017年度はほぼ同じ水準である。しかし、「嫌
い」、「多少嫌い」については増加していること
が注目される。そこで、2015年度と2017年度で
「嫌い」及び「多少嫌い」という否定的な回答
を行なった学生の割合が本当に増えているとい
えるのかを比率の差の検定によって検証してみ
た。その結果を表１に示す。
　表１では、帰無仮説としてそれぞれの年度の
否定的な回答の割合は等しいとの仮説を検定し
ている。結果としてこの仮説は棄却され、両者
は等しいとはいえないという結果になった。し
たがって、統計学的にもこの３年間でパソコン
が嫌いと感じる学生が、少なくとも本学の学生
においては増加してきているといえる。これは、
我々教員が授業を通して雰囲気として感じてい
た学生の印象と合致している。
３　情報関連科目への関心
　大学での情報関連科目に関心を持つかどうか
を判断する材料として、高校時代に履修した「情
報」について得意だったか苦手だったかについ
て回答を検証する。図３では2015年度から2017
年度の回答についてその分布の変化を見ること
図２　スマートフォンが好きかどうかのアンケート結果
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表１　コンピュータが「嫌い」「多少嫌い」と回答する学生の比率の差の検定
図３　高校教科「情報」が得意だったかどうかのアンケート結果
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ができる。一見して年々「得意」「多少得意」
と回答した学生の割合が減少し、逆に「苦手」 
「多少苦手」と回答した学生が増加しているこ
とがわかる。この分布は、前節で検証したパソ
コンが好きかどうかを問うアンケート項目の回
答において、「嫌い」「多少嫌い」と否定的な回
答が増加している点に似ている。そこで前節同
様に、2015年と比較して2017年には「情報」に
苦手意識を持った学生の割合が増えているのか
どうかを統計学的に検証する。
　表２では、帰無仮説としてそれぞれの年度の
「苦手」「多少苦手」と否定的な回答の割合は等
しいとの仮説を検定している。比率の差の検定
では、この仮説は棄却され2015年度と2017年度
の否定的な回答の割合は等しいとはいえないと
いう結果になった。したがって、統計学的にも
この３年間で高校教科「情報」が苦手であると
感じる学生が、少なくとも本学の学生において
は増加してきているといえる。これもまた、パ
ソコンが嫌いになっているという前節の結果同
様、授業を通して感じていた学生の印象と合致
している。
　高等学校の教科に「情報」が導入されてかな
りの年月が経過しているが、その学びの意味が
問われる可能性もある。この現象が、今後助長
されていくのかどうかはわからないが、大学で
表２　2015年度と2017年度の高校教科「情報」の「苦手」な回答比率の差の検定
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の学びに影響を与える可能性は否定できない。
４　パソコンへの関心および情報科目への関
心と学生の意識
　情報化社会に対応するべく導入された高校教
科「情報」であるが、前節の分析結果では「苦
手」「多少苦手」という回答が増加傾向にある
ことを指摘した。そこで、このように回答した
学生がどのような属性を持つのかについて、
（１）自宅に自由に使えるパソコンがあるかど
うか、（２）高校時代に文系・理系のどちらに
所属していたか、の２つの質問によって分類し
分析したい。
4.1 　パソコンの所持とパソコンを使うことに
対する好き嫌い
　まず、自宅に自由に使えるパソコンがあるか
どうかの質問に対する回答を３年間の推移で見
てみた（図４参照）。この結果から、多くの学
生は自分専用あるいは自由に使えるパソコンが
自宅にあることがわかる。しかし、「ない」と
回答した学生も27％も存在しており、自宅での
パソコンを使った学習はできないということに
なる。このような学生は大学の施設を利用した
学習を行なうしかなく、様々な学習機会を失う
ことに繋がりかねない。情報端末としてスマー
トフォンがパソコンの代替機として利用できる
領域は限られており、レポート作成やプレゼン
資料作成など学習にともなう活動にはスマート
フォンでは代替できないことも多いため、大学
での学習意欲や学習効果への影響が危惧され
る。そこで、パソコンを所持していない学生の
パソコンに対する関心について検証してみた
い。
　図５のグラフを概観するだけでも、パソコン
がある学生とない学生とではコンピュータへの
関心に関する分布が大きく異なることが理解で
きるが、これを比率の差の検定（表３）によっ
て検証してみると、統計学的にもパソコンを
持っていない学生の方が、コンピュータが「嫌
い」「多少嫌い」であるという意識を持ってい
る割合が大きいことがわかる。同様にパソコン
が「好き」「多少好き」である学生の割合につ
いても比率の差の検定（表４）を行なったとこ
図４　自宅に自由に使えるパソコンがあるかどうかのアンケート結果
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図５　コンピュータを使うことが好きかどうか（パソコンの有無との関係）
表３　コンピュータを使うことが「嫌い」な回答比率の差の検定（パソコンの有無との関係）
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表４　コンピュータを使うことが「好き」な回答比率の差の検定（パソコンの有無との関係）
ろ、有意な差が認められる結果となった。
4.2 　パソコンの所持と高校教科「情報」の得意・
苦手
　次に、パソコンを持っているかどうかが学習
対象としての情報関連科目に関係があるかどう
かを検証したい。そこで、2017年度のデータを
使い、高校教科「情報」が得意だったかどうか
の回答を自宅に自由に使えるパソコンがあるか
どうかで分類して検証してみた。まず、その分
布の違いを図６に示す。
　高校教科「情報」の苦手意識に関しては、検
定（表５）の結果、仮説が棄却されず、自宅に
自由に使えるパソコンがあるかどうかは苦手意
識には関係があるとはいえないという結果に
なった。その一方で、「得意」「多少得意」と回
答した学生の割合については、仮説が棄却され
たことにより、パソコンの有無と関係を示唆す
るような結果（表６）となった。
4.3 　高校時代の文系・理系の所属と高校教科
「情報」の得意・苦手
　我々情報関連科目を教える教員は、学生の「自
分は文系だから情報関連科目が苦手」だという
発言を耳にすることがある。もちろん我々教員も
含めて、授業科目を文系領域か理系領域かに分
けて考えることはあるが、高等学校で学ぶ「情 
報」に関しては理系的であるという印象は薄いと
考えている。このような問題意識から先行研究
として、木下・姉川他（2016B）でも基礎学力の
検証において、理系・文系の関係を検証してい 
る。ここでは、アンケートに基づき、実際に学生
の意識として高校教科「情報」の得意・苦手が
文系・理系と結びついているのかを検証する。
　まず、本学に入学してくる学生の理系と文系、
およびその他の区分の割合の推移を見てみる。
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図６　高校教科「情報」が得意かどうか
（自宅に自由に使えるＰＣがあるかどうかによる比較）
表５　高校教科「情報」が「苦手」な回答比率の差の検定（パソコンの有無との関係）
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図７では毎年70％程度が文系出身で、理系出身
者は10％程度である。若干、この３年で文系出
身と回答している学生が増えているが、その他
（文系理系関係ない、芸術・スポーツ系などそ
の他の区分）が減少傾向にあることがわかる。
　検証は、2017年度のデータを元に、文系と理
系の回答に限定して、「情報」の得意・苦手に
ついて検証する。
　図８のグラフからは、若干理系の方が「得意」
と回答した割合が大きいように見えるが、「多
少得意」までを含めると僅かな差に留まる。ま
た、「苦手」「多少苦手」に注目すると、やや理
系の方が少ないように見える。そこで、この結
果を比率の差の検定を用いて検証してみたの
が、表７および表８である。
　表７からは、仮説は棄却されず、「得意」「多
少得意」と回答した学生の割合については、文
系・理系の差には関係はないといえる。また、
同様に表８からも仮説は棄却されず、「苦手」「多
少苦手」と回答した学生の割合についても、文
系・理系の差には関係はないことがわかった。
ただし、理系出身者が学生全体の10％と少ない
ことと、本学に入学してくる学生が世の中の理
系出身者を代表しているかどうかは判断できな
いため、あくまでも本学においては、文系と理
系出身者との間に「情報」の得意・苦手の差は
見られないという解釈としている。
まとめ
　今回、2015年から2017年度に入学した学生の
１年次のアンケートデータを元に、学生のＩＴ
活用や情報関連科目への関心と傾向を探る上で
基本となる分析を行なった。結果として、年々
コンピュータが嫌いと感じている学生は増えて
表６　高校教科「情報」が「得意」な回答の比率の差の検定（パソコンの有無との関係）
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図７　高校時代の所属（文系　理系　その他）
図８　高校教科「情報」が得意かどうか（高校時代の文系と理系による比較）
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表７　高校教科「情報」が「苦手」な回答の比率の差の検定（文系・理系との関係）
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おり、高校教科「情報」に苦手意識を持つ学生
が増えているという傾向がつかめた。
　さらにその原因を探るべく、自宅に自由に使
えるパソコンがあるかどうか、高校時代に文系・
理系のどちらに所属していたのか、という回答
との関連性を比率の差の検定によって検証して
みたところ、自宅に自由に使えるパソコンがあ
るかどうかが、コンピュータが好きかどうか、
「情報」が得意かどうかの両方に関係があるこ
とが判明した。しかし、文系・理系の出身と「情
報」の得意・苦手には有意な関係性は見いだせ
なかった。
　したがって、本学学生においては、パソコン
が身近にある環境が、IT 活用や情報関連科目
への関心に影響する可能性が見いだされたとい
える。ただし、因果関係を示すものではないた
め、パソコンが好きだからパソコンを所持して
いるのか、パソコンがある環境にいればパソコ
ンが好きになるのかが判明したわけではない。
「情報」が得意かどうかという因果関係につい
ても同様である。
　今後は、同様のアンケートを継続するととも
に、その他の要因についても検証し、因果関係
についても研究も進めていきたい。
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